
旅
の
果
て
に
見
る
も
の
は

－
　
《
春
と
修
羅
　
第
二
集
》
三
陸
旅
行
詩
群
考
　
－

一
は
じ
め
に

一
九
二
五
年
一
月
五
日
か
ら
九
日
ま
で
、
宮
澤
賢
治
は
三
陸
海
膵
の
旅
に
出
た
ら
し

い
。
こ
の
旅
に
関
す
る
作
品
と
創
作
メ
モ
に
、
次
の
三
種
の
も
の
が
あ
る
。
『
春
と
修

羅
　
箪
一
袋
（
以
下
、
『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
の
テ
キ
ス
ト
を
『
箪
一
題
、
作

者
の
構
想
を
よ
第
二
集
》
と
記
す
）
収
録
作
品
に
は
、
三
三
八
番
「
異
速
へ
の
出
き

二
九
二
五
、
二
五
、
）
三
四
二
番
「
睨
巧
へ
の
嫉
妬
」
二
九
二
五
、
二
六
、
）

三
四
八
番
［
水
平
線
と
タ
ロ
を
浴
び
た
芸
〓
一
九
二
五
、
一
、
七
、
）
三
五
一
番

「
発
動
機
船
［
断
止
」
二
九
二
J
L
、
一
、
八
、
）
三
互
ハ
番
「
旅
程
幻
担
二
一
九

二
五
、
一
、
八
、
）
三
五
八
番
「
峠
」
二
九
二
五
、
一
、
九
、
）
が
あ
る
。
『
春
と
修

羅
　
童
机
梗
担
（
以
下
、
『
詩
稿
補
遺
と
記
す
）
収
録
作
品
に
は
、
「
発
動
機
船

こ
「
発
動
機
船
　
夢
二
「
発
動
機
船
　
三
」
が
あ
る
。
創
作
メ
モ
に
は
、
『
文
㍍
詩

胱
リ
ー
ト
』
の
一
九
二
五
年
の
項
に
「
一
月
　
九
戸
旅
行
／
婁
家
　
塞
き
宿
の
叫
云
々
」

と
あ
る
。

木
　
村
　
東
　
吉

前
年
八
月
十
円
・
十
一
口
の
両
日
、
賢
治
は
花
巻
農
学
校
に
お
い
て
劇
を
上
演
し
、

こ
れ
が
岡
川
良
平
文
部
大
臣
の
八
月
ヒ
日
の
地
方
長
宜
会
議
に
お
け
る
学
校
劇
禁
止
の

訓
示
を
無
視
し
た
形
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
文
部
邪
の
方
針
が
次
宜
通
達
の
形
で
行

（1）

政
化
さ
れ
た
九
月
以
降
、
作
品
に
勲
柏
の
跡
が
著
し
い
。
花
巻
農
学
校
に
お
け
る
演
劇

教
育
を
一
人
で
推
進
し
て
い
た
立
場
上
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ

（2）

の
三
陸
旅
行
を
経
た
後
一
九
二
五
年
四
月
に
は
壁
日
石
も
ら
し
、
実
際
に
も
、
翌
年

は
教
職
を
辞
し
て
羅
須
地
人
教
会
の
活
動
に
踏
み
だ
し
て
い
る
。
扶
冬
の
三
陸
旅
行
は
、

賢
治
が
こ
う
し
た
悩
み
を
抱
え
、
新
し
い
方
向
へ
の
塗
目
貫
由
め
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
の
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
珊
者
は
《
第
二
集
》
の
成
立
過
程
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
考

え
て
い
る
。
《
第
二
集
》
は
三
度
に
わ
た
っ
て
編
集
し
証
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
同
一
作
…
に
三
相
の
清
北
鵜
が
あ
る
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
で
も
確
認
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
点
を
逆
に
考
え
る
と
、
定
柄
を
三
次
川
里
桔
と
し
、
赤
邪
川
紙
柏
で

二
つ
の
清
書
稿
が
あ
る
も
の
を
一
次
・
二
次
の
㍑
里
巌
に
、
苦
朴
2
2
系
川
紙
稿
を
二
次
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清
器
稿
の
補
遺
・
補
i
I
…
稿
と
す
る
と
詩
集
の
各
段
階
の
骨
格
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

赤
罫
川
紙
の
汁
里
巌
が
一
つ
だ
け
の
作
品
と
、
＝
M
初
の
清
吉
稿
の
前
に
先
駆
的
草
稿
が

あ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
傍
証
資
料
か
ら
削
者
を
一
次
廿
里
埼
後
者
を
二
次
川
里
揖

段
階
の
追
加
稿
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
こ
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
他
の
草
稿
的
詩
稿

も
次
の
清
光
‖
稿
の
正
肌
に
佗
堰
つ
け
る
）
。
こ
の
う
え
で
、
他
の
詩
形
に
移
行
し
た
作

品
と
《
第
二
集
》
と
の
関
係
を
個
々
に
確
認
す
れ
ば
、
詩
集
の
三
段
階
の
輪
郭
が
ほ
ぼ

捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
野
蛮
』
作
品
を
蛮
材
か
ら
見
た
場
合
、
旅
に
取
材
し
た
詩

群
と
生
活
に
取
材
し
た
詩
群
が
交
互
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
詩
畔
が
詩
集
の
構
成
単
位
に

（3）

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
仮
説
の
正
否
は
、
各
段
階
の
詩
集
構
成
（
詩
群
配
列
）
の
意
味
、
詩
群
内

部
の
有
機
的
構
成
、
作
品
解
釈
と
そ
れ
ぞ
れ
の
有
樽
的
展
開
・
改
稿
の
必
然
性
が
ど
こ

ま
で
碓
認
で
き
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
の
中
で
、
詩
集
構
成
と
そ
の
居
間
の
間
題

は
個
々
の
詩
群
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
、
改
め
て
語
群
配
列
を
見
証
す
ほ
か
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
ま
ず
は
個
々
の
詩
群
と
作
品
に
つ
い
て
検
討
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
本
稿

（4）

も
そ
の
作
業
の
一
環
に
他
な
ら
な
い
。
本
稿
は
こ
の
仮
説
に
基
づ
き
、
ま
た
こ
れ
を
補

完
す
る
た
め
に
、
三
陸
旅
行
詩
群
を
取
り
あ
げ
、
こ
の
詩
群
内
部
に
有
機
的
関
係
が
あ

（5）

る
こ
と
を
碓
認
す
る
。

ニ
三
陸
旅
行
に
お
け
る
作
者
の
足
取
り

‥
最
初
に
《
第
三
番
作
品
成
証
の
北
＝
綾
を
碓
認
し
、
作
者
の
創
作
方
法
を
割
り
目
す

た
め
に
、
作
品
や
創
作
構
想
メ
モ
に
基
づ
い
て
、
作
者
が
た
ど
っ
た
お
よ
そ
の
道
筋
を

確
認
し
て
お
く
。

「
異
速
へ
の
出
発
」
下
北
＝
机
（
一
）
　
の
第
一
形
態
に
、
r
み
ん
な
に
義
理
を
抜
い
て

ま
で
旅
に
出
る
と
い
っ
て
も
／
海
岸
の
荒
ん
だ
野
原
や
／
渦
巻
く
車
」
に
さ
ら
さ
れ
る
は

か
り
な
の
だ
」
と
あ
る
。
旅
の
大
体
の
コ
ー
ス
は
、
最
初
か
ら
作
者
の
念
頭
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
旅
の
出
発
点
で
あ
る
「
月
の
恵
み
と
／
l
・
i
き
な
中
」
の
舶
首
の
な
か
に
／
は

か
な
く
ひ
と
り
下
り
た
て
ば
」
と
あ
る
場
所
は
、
花
巻
農
学
校
の
校
門
付
近
を
想
定
で

き
る
。
口
前
に
「
ア
カ
シ
ャ
の
黒
い
列
」
が
捉
え
ら
れ
、
手
人
形
に
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
㌻
い
ち
め
ん
に
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
小
沢
俊
郎
氏
は
、
汽
坤
か
ら
下
り
た
場
所

（6）

と
解
釈
し
、
場
所
を
特
定
で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
当
時
さ
ほ
ど
一
般
的
で
は
な

か
っ
た
ア
カ
シ
ャ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
辺
に
あ
る
場
所
を
、
三
陣
海
岸
へ
の
道
筋
の
列

車
駅
（
花
巻
、
盛
呵
沼
宮
内
、
奥
中
山
、
尻
内
）
周
辺
に
想
定
す
る
こ
と
は
胱
し
い
。

「
下
り
た
て
ば
」
を
汽
中
か
ら
下
り
立
つ
こ
と
と
根
定
す
る
必
要
は
な
く
、
微
温
的
な

学
校
祉
会
か
ら
、
凍
て
つ
く
農
民
都
会
の
地
平
に
下
り
立
つ
こ
と
こ
そ
、
「
異
速
へ
の

出
発
」
の
貢
意
で
も
あ
る
。

（7）

「
月
の
惑
み
」
と
描
か
れ
た
こ
の
日
の
月
は
、
旧
暦
一
二
日
二
日
月
齢
一
〇
・
〇
。

日
の
出
は
三
一
時
一
五
分
で
あ
っ
た
。
月
明
り
の
中
の
出
発
で
、
翌
日
海
川
に
た
ど
り

着
け
る
コ
ー
ス
は
、
二
一
時
五
九
分
花
巻
駅
発
の
夜
行
列
車
に
乗
れ
ば
、
翌
日
二
時
二

七
分
尻
内
（
現
八
戸
駅
）
新
。
こ
こ
か
ら
前
年
二
月
に
間
通
し
た
ば
か
り
の
八
戸
線

（8）

四
時
五
〇
分
発
の
始
発
列
車
に
乗
り
換
え
る
と
、
純
市
に
六
時
五
分
に
着
い
た
。
こ
こ

か
ら
久
慈
へ
の
道
は
海
圧
線
に
泊
っ
た
道
を
た
ど
る
。
一
旦
ハ
ロ
の
八
戸
港
の
日
の
出

の
時
刻
は
六
時
五
八
分
（
一
九
九
四
年
の
場
企
こ
の
日
の
天
候
は
、
宮
古
測
候
所
の
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デ
ー
タ
で
終
日
快
鳴
前
日
小
宮
が
降
っ
て
い
た
。
『
天
文
年
鎧
に
よ
る
と
、
一
九

二
九
年
一
月
の
土
星
の
等
級
は
プ
ラ
ス
〇
・
八
、
中
央
糟
酢
時
の
南
中
時
は
七
時
川
二

分
。
「
暁
巧
へ
の
嫉
妬
」
に
お
け
る
「
背
薇
輝
石
や
封
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
め
て
／
そ

の
清
規
な
サ
フ
ァ
イ
ア
風
の
惑
星
を
／
溶
か
さ
う
と
す
る
あ
け
が
た
の
そ
ら
」
は
、
そ
っ

く
り
作
者
の
哩
肌
に
碓
か
に
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
作
者
の
足
取
り
は
い
く
ら
か
曖
昧
に
な
る
。
し
か
し
、
三
四
八
番
の

［
水
平
線
と
夕
陽
を
浴
び
た
芸
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
一
月
七
日
の
夕
方
ま
で
に
発

動
描
船
に
乗
っ
て
い
る
た
め
に
は
、
六
日
の
宿
が
安
家
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
八
戸

と
久
慈
の
間
に
は
、
馬
車
の
ほ
か
に
「
奥
両
新
報
」
の
同
年
一
月
一
日
の
広
八
日
に
よ
れ

ば
、
阿
部
旅
館
が
運
営
し
て
い
た
乗
り
人
目
い
自
動
中
が
あ
り
、
同
年
川
‖
与
の
「
鉄
道

省
運
輸
局
編
纂
　
汽
車
時
間
表
」
の
付
鎚
に
よ
れ
ば
、
一
口
一
行
複
し
て
い
た
。
八
戸

発
は
午
前
一
〇
時
と
年
紘
一
咤
所
要
時
間
は
三
時
問
三
〇
分
と
あ
る
。
途
中
か
ら
便

乗
す
れ
ば
、
牛
後
一
時
二
〇
分
に
は
久
慈
に
着
け
た
。
久
慈
か
ら
安
家
ま
で
三
〇
キ
ロ

に
満
た
な
い
燕
圧
の
道
を
、
小
袖
浜
か
ら
峠
を
越
え
て
徒
歩
で
た
ど
っ
た
と
し
て
も
、

旅
程
に
無
理
は
な
い
。
婁
家
に
は
、
小
野
芳
夫
氏
が
営
む
釣
り
宿
が
一
軒
だ
け
あ
っ
た
。

〈9）

当
壁
二
睦
の
港
々
に
は
、
漁
船
と
し
て
の
兆
動
地
船
が
あ
っ
た
が
、
漁
協
関
係
者
の
証

あ
っ
か
　
l
王
り
な
い

一
二
日
に
よ
れ
ば
、
久
慈
の
小
袖
浜
か
ら
伸
桁
が
で
る
こ
と
は
な
く
、
海
運
は
安
家
　
堀
l
内
、

お

お

た

な

べ

大
1
．
目
名
部
が
炭
と
塩
の
頼
み
出
し
港
と
し
て
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。
作
者
が
婁
家
に

宿
を
求
め
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
理
l
＝
に
よ
る
。
ま
た
、
土
地
の
人
の
証
六
に

よ
れ
ば
、
煤
H
か
ら
は
柑
詰
め
の
蛸
が
頼
み
出
さ
れ
た
と
い
う
。
「
発
動
機
船
　
夢
二

で
「
鉛
い
ろ
し
た
柑
」
が
積
み
込
ま
れ
る
様
が
描
か
れ
、
「
発
動
機
船
　
三
」
に
「
訂

じ
ろ
い
我
魚
を
い
っ
ぱ
い
盛
っ
た
／
博
の
間
に
つ
っ
立
っ
て
」
と
描
か
れ
て
い
る
こ
と

を
製
つ
け
て
い
る
。

一
月
七
日
、
作
者
が
便
船
に
乗
っ
た
港
が
ど
こ
か
を
碓
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

安
家
、
堀
内
、
大
田
名
部
の
い
ず
れ
か
か
ら
乗
っ
た
と
す
れ
ば
、
宮
古
ま
で
の
道
筋
は

叫
間
的
に
も
、
［
水
平
線
と
夕
陽
を
浴
び
た
昌
や
「
発
動
機
船
」
川
作
に
描
か
れ
た

（川）

情
星
と
も
符
合
す
る
。
安
家
と
堀
内
は
隣
り
合
わ
せ
の
集
落
で
あ
り
、
大
川
名
部
ま
で

は
一
〇
キ
ロ
に
満
た
な
い
。
大
日
名
部
の
弁
天
漁
港
二
通
称
ネ
ダ
リ
浜
）
で
は
、
「
発

動
機
船
　
二
に
「
経
木
の
出
川
の
ふ
も
と
か
ら
／
わ
ず
か
な
砂
の
な
ぎ
さ
を
ふ
ん
で
／

右
棋
石
の
…
れ
礁
へ
」
と
あ
る
通
り
の
情
京
が
見
ら
れ
る
。
冬
の
日
、
こ
の
入
江
の
浜
に

立
て
ば
、
西
側
の
用
が
追
っ
て
高
い
た
め
、
年
後
一
時
削
で
、
「
日
は
も
つ
…
圧
の
い
ち

ば
ん
上
で
／
大
き
な
柚
の
梢
に
沈
み
」
と
い
う
状
態
に
な
る
。
実
出
窓
」
知
ら
ず
に
作
品

を
見
る
と
、
つ
づ
い
て
「
波
が
あ
や
し
い
紺
勇
に
な
っ
て
／
沖
は
い
ち
め
ん
ま
っ
白
で
」

と
あ
る
た
め
、
夕
方
の
如
工
と
錆
の
海
と
が
混
同
し
た
表
現
か
と
思
わ
れ
て
解
釈
に
苦
し

む
が
、
表
現
通
り
の
情
説
が
事
実
あ
る
。
た
だ
、
ネ
ダ
リ
浜
の
白
壁
と
よ
ば
れ
る
川
“
樵

に
は
白
い
…
石
が
で
て
い
る
が
、
こ
の
右
は
宮
古
の
浄
土
ガ
浜
の
右
と
同
質
の
も
の
で
、

（‖）

歪
へ
机
両
石
だ
と
い
う
。
有
尿
…
“
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
作
者
も
承
知
の
士
で
の
虚
構

だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
消
し
ゴ
ム
で
抹
消
さ
れ
た
［
水
平
線
と
夕
は
を
浴
び
た
芸

マ
マ

に
「
ま
っ
し
ろ
な
珪
　
の
」
と
い
っ
た
文
字
が
消
え
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
石
炭

（12）

…
“
の
多
い
地
帯
だ
が
白
い
…
石
礁
の
み
え
る
港
は
付
近
で
他
に
無
い
。

発
動
日
航
の
速
度
を
六
ノ
ッ
ト
と
見
積
も
れ
ば
、
陸
士
的
∴
ハ
十
キ
ロ
の
頼
経
は
時
間

に
し
て
約
五
時
明
午
後
か
ら
夜
へ
の
航
路
で
十
分
宮
古
に
弟
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
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「
発
動
機
船
　
箪
一
」
も
「
さ
っ
き
言
…
赤
い
あ
か
リ
を
あ
げ
て
ゐ
た
」
と
い
う
時
間

帯
の
も
の
で
、
す
で
に
高
く
上
が
っ
て
い
た
「
月
あ
か
り
」
（
中
火
標
準
時
の
雨
中
時

は
午
後
九
時
四
十
七
分
）
に
照
ら
さ
れ
る
海
も
、
北
国
の
冬
の
早
い
夜
の
山
圧
陰
の
そ
れ

で
あ
る
。
「
発
動
機
船
　
三
」
で
宮
古
に
着
い
た
時
は
、
夜
に
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、

作
者
の
半
日
の
旅
程
に
時
間
的
な
j
I
t
E
…
理
は
な
い
。

一
月
八
日
の
日
付
を
持
つ
三
九
一
番
「
発
動
機
船
［
断
止
」
で
は
、
「
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
月
夜
の
海
」
を
捉
え
て
い
る
（
月
の
入
り
は
中
央
標
準
時
で
空
削
四
時
五
十
七
分

（13）分
）
の
で
、
こ
の
日
も
作
者
は
船
に
乗
っ
て
い
る
が
、
同
日
の
作
品
に
陸
上
の
旅
に
取

材
す
る
「
旅
程
幻
想
」
も
あ
っ
て
、
こ
の
日
は
釜
石
の
叔
父
の
家
に
汀
－
ま
っ
て
い
る

（
「
峠
」
に
よ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
三
五
一
番
の
「
発
動
機
船
［
断
止
」
は
、
早
朝

の
海
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
宮
古
港
よ
り
深
夜
〇
時
に
出
発
し
た
三
陸
汽
船

（
扇
ケ
ッ
ト
旅
行
案
内
」
第
十
一
発
ハ
‥
イ
に
よ
る
）
に
乗
れ
ば
、
山
間
港
・
大
槌
港
・

釜
石
港
に
寄
港
し
て
い
た
。
上
陸
地
点
を
枠
走
で
き
る
資
料
が
人
っ
無
い
が
、
山
間
港
か

ら
斧
石
ま
で
約
三
〇
キ
ロ
、
大
槌
港
か
ら
な
ら
一
五
キ
ロ
弱
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
で

船
を
降
り
て
も
徒
歩
の
旅
は
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
釜
石
ま
で
乗
船
し
な
か
っ
た
の
か
現

在
か
ら
す
れ
ば
不
審
だ
が
、
ポ
ロ
船
で
当
時
利
川
者
の
不
満
五
日
…
か
っ
た
三
陸
＝
船
だ
っ

た
か
ら
、
何
か
の
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
、
㌔
「
旅
程
幻
想
」
は
徒
歩
旅
行
を
踏
ま
え

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
校
本
全
集
』
校
異
で
は
、
『
詩
稿
補
遺
の
「
発
動

機
担
三
m
を
『
第
二
蓮
の
「
発
動
機
船
［
断
止
」
の
発
展
形
と
す
る
が
、
取
材

の
場
骨
U
異
な
り
、
そ
の
坪
も
『
野
蛮
』
の
「
発
動
機
船
」
が
最
後
に
位
置
す
る
。

一
月
九
日
は
田
中
鉱
山
線
を
利
川
し
て
の
列
車
の
旅
で
あ
る
。
列
車
は
鈴
子
駅
を
ち
ょ

う
ど
八
時
と
二
時
二
三
心
に
出
発
し
た
∵
削
者
で
あ
れ
は
、
仙
人
峠
の
東
側
の
人
橋

駅
に
八
時
五
五
分
に
つ
く
。
こ
こ
か
ら
徒
歩
で
仙
人
峠
を
越
え
、
遠
野
側
の
…
“
手
軽
梗

鉄
道
仙
人
峠
駅
か
ら
一
二
畦
二
五
分
発
の
列
車
に
乗
り
、
花
巻
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。

遅
い
列
車
を
利
川
す
れ
ば
、
人
橋
駅
一
二
時
一
九
分
萌
仙
人
峠
駅
一
五
時
五
五
分
発

と
な
る
。
品
削
者
で
あ
れ
ば
山
頂
が
一
〇
時
頃
後
者
で
あ
れ
ば
山
頂
が
年
後
一
時
年
頃

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
日
は
泰
弟
が
良
く
、
ど
ち
ら
と
も
拉
正
で
き
な
い
。
た

だ
、
作
品
に
強
い
凪
が
描
か
れ
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
空
削
中
の
可
能
性
が
強
い
だ

ろ
う
か
。三

　
『
琴
云
』
と
『
詩
栢
野
醒

こ
の
旅
に
取
材
し
た
作
品
の
う
ち
、
作
者
は
《
第
二
集
》
一
次
清
書
拓
段
階
で
、

「
異
速
へ
の
出
逆
「
旅
程
幻
想
」
「
峠
」
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
『
校
本
全
集
塩

で
は
「
暁
巧
へ
の
嫉
妬
」
［
水
平
線
と
夕
陽
を
浴
び
た
小
．
己
「
発
動
機
船
［
断
片
］
」
も

伸
せ
収
録
し
て
い
る
が
、
［
水
平
線
と
夕
陽
を
浴
び
た
芸
は
消
し
ゴ
ム
で
消
さ
れ
た

ノ
ー
ト
埼
「
発
動
機
船
［
断
片
］
」
も
抹
消
さ
れ
た
断
片
稿
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
懸
り

l〓－

へ
の
嫉
色
は
、
二
次
清
北
結
段
階
の
追
加
稿
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
の
下
北
＝
稿

（
こ
が
草
稿
的
で
、
筆
跡
∴
ナ
体
・
文
字
の
大
き
さ
、
鉛
筆
の
色
と
太
さ
、
そ
の
他

全
体
の
印
象
が
一
八
一
番
「
草
地
峰
山
担
下
北
結
（
二
）
三
一
四
［
夜
の
渥
机
と
風

が
さ
び
し
く
い
り
ま
じ
リ
］
の
下
火
＝
稿
（
二
）
等
と
類
似
し
て
お
り
、
『
詩
ノ
ー
ト
』

等
の
初
期
の
草
稿
的
詩
稿
群
と
は
特
彼
を
異
に
し
、
下
粥
＝
稿
（
一
）
が
草
稿
に
な
っ
て

い
る
作
品
の
場
合
は
、
一
次
清
光
高
手
人
形
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
△
印
苗
印
を
付
し
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た
例
が
ど
の
詩
桁
に
も
無
く
、
聖
前
川
発
表
も
す
べ
て
一
九
三
〇
年
以
降
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
詰
群
の
一
次
清
北
高
段
階
の
各
詩
m
に
は
、
い
ず
れ
も
強
烈
な
自
意
識
が
拝
ん

で
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
「
異
速
へ
の
山
至
で
は
、
月
齢
一
〇
・
〇
の
月
夜
の
出

発
に
際
し
て
、
第
一
形
態
で
「
が
ら
ん
と
紺
に
臨
ん
で
ゐ
る
」
「
寒
冷
で
ま
っ
く
ら
を

空
虚
」
を
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
空
間
の
暗
さ
だ
け
の
間
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
み

ん
な
に
義
理
を
放
い
て
ま
で
旅
に
出
る
と
い
っ
て
も
／
海
岸
の
荒
さ
ん
だ
野
原
や
／
渦

巻
く
黒
に
さ
ら
さ
れ
る
ば
か
り
な
の
だ
か
ら
／
じ
っ
は
ど
う
し
て
い
い
か
も
わ
か
ら
な

い
の
だ
」
（
下
部
艮
間
一
第
一
形
態
）
と
い
う
自
覚
と
一
体
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
旅
程
幻
想
」
で
は
、
「
海
蝕
さ
れ
た
山
地
の
綾
に
沿
ひ
／
い
く
つ
も
の
白
い
玲
岩

の
峠
を
越
え
て
／
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
け
れ
ど
も
／
い
ま
こ
の
草
地
の
銀
の
な
か
か
ら

か
ん
が
へ
て
見
る
と
／
ど
、
フ
U
L
ま
ひ
の
ひ
の
き
づ
く
り
の
白
い
一
軒
を
／
細
め
な
か
っ

た
か
／
あ
る
ひ
は
通
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
」
（
下
北
棉
こ
と
、
も
は
や
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
口
分
の
来
し
方
を
振
り
返
り
、
「
そ
こ
の
光
っ
て
つ
め
た
い
そ
ら
」
を
M
に

思
い
浮
か
べ
て
い
る
。

「
峠
」
で
は
、
「
あ
ん
ま
り
眩
ゆ
く
山
が
ま
は
り
を
う
ね
る
の
で
／
こ
こ
ら
は
ま
る

あ
お
ぞ
ら

で
何
か
光
機
の
植
点
の
や
う
／
簸
彗
ば
か
り
、
い
よ
い
よ
暗
く
陥
ち
込
ん
で
ゐ
る
」
と

す
る
。
「
光
機
の
仕
損
」
に
立
つ
と
自
覚
し
て
い
る
詩
人
は
、
「
暗
く
陥
ち
込
ん
で
ゐ
る
」

あ
お
ぞ
ら

菅
巧
の
う
え
か
ら
覗
か
れ
て
い
る
よ
う
な
思
い
で
い
る
。
「
暗
く
陥
ち
込
ん
で
ゐ
る
」

あ
お
ぞ
ら

菅
巧
に
は
、
「
異
途
へ
の
出
発
」
の
「
寒
冷
で
ま
っ
く
ら
な
空
虚
」
と
呼
応
す
る
も
の

が
あ
る
。
「
二
十
世
紀
の
太
平
洋
が
、
／
昔
く
な
ま
め
き
け
む
っ
て
ゐ
る
」
（
下
北
桔
一

手
人
形
）
の
を
み
て
、
こ
れ
か
ら
踏
み
だ
す
一
歩
に
意
識
的
に
な
っ
て
い
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
窮
三
蓋
の
三
陸
旅
行
詩
絆
に
は
徒
歩
旅
行
の
場
面
の

み
が
収
め
ら
れ
、
船
旅
部
分
が
削
除
し
て
あ
る
。
こ
の
詩
群
が
旅
に
取
材
し
た
心
象
ス

ケ
ッ
チ
で
は
あ
っ
て
も
、
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
で
な
い
こ
と
が
こ
こ
で
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。

詩
酢
と
し
て
見
た
場
合
、
北
海
道
修
学
旅
行
に
取
材
し
た
詩
群
が
、
最
終
的
に
海
辺
の

作
品
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
意
図
さ
れ
た
一
租
の
虚
構
性
が
推

（15）

定
さ
れ
て
く
る
。
詩
群
に
よ
っ
て
意
図
的
に
描
き
取
ら
れ
て
い
る
世
界
と
、
作
者
の
実

際
の
旅
と
の
間
に
差
が
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
［
水
平
線
と
夕
陽
を
浴

び
た
芸
と
「
発
動
機
船
［
断
片
］
」
の
抹
消
も
、
お
そ
ら
く
仙
然
軍
は
な
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
『
詩
稿
補
遠
に
収
め
ら
れ
た
「
発
動
機
船
」
詩
群
は
、
船
旅
だ

け
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
作
品
を
記
し
た
川
紙
が
い
ず
れ
も
一
度
梗
川
済
み
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
後
か
ら
の
追
加
的
作
品
ら
し
い
が
、
詩
句
の
質
に
も
興
な
る
も
の
が
あ

る
。
モ
テ
ィ
ー
フ
で
も
、
「
発
動
機
船
」
三
作
に
は
作
者
の
礼
金
的
関
心
が
強
く
反
映

し
て
い
る
古
…
に
特
色
が
あ
る
。
「
発
動
機
船
一
」
で
は
、
「
う
つ
く
し
い
岩
見
に
／
長

い
裳
裾
を
ひ
る
が
へ
し
／
こ
の
一
月
の
ま
っ
‖
最
中
／
つ
め
た
い
郷
拝
の
泊
を
踏
み
／
冴

え
冴
え
と
し
て
わ
ら
ひ
な
が
ら
／
こ
も
ご
も
白
い
剖
本
を
し
ょ
っ
て
／
発
動
機
船
の
甲

板
に
つ
む
／
鮪
の
あ
か
る
い
む
す
め
た
ち
」
の
背
景
に
も
、
「
あ
の
恐
ろ
し
い
ひ
で
リ

の
あ
と
／
み
の
ら
な
か
っ
た
音
同
原
」
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
て
い
る
。
「
丑
畏
描
　
第

二
」
で
は
、
…
圧
士
の
望
楼
に
向
か
っ
て
ラ
ッ
パ
を
吹
く
船
長
と
、
伝
鳥
で
「
鉛
い
ろ
し

た
柑
」
の
船
荷
を
積
み
込
ん
で
く
る
人
々
の
緊
密
な
関
係
に
L
l
を
凝
ら
し
て
い
る
。

「
藁
m
捕
　
三
」
で
は
、
運
ん
で
き
た
船
荷
の
取
り
引
き
を
す
る
た
め
に
身
構
え
る

船
長
を
描
い
て
い
る
。
同
じ
旅
行
に
素
材
を
求
め
た
作
品
で
あ
る
が
、
《
第
二
集
》
の
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詩
群
が
作
者
の
皇
日
義
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
な
ら
、
『
詩
稿
輔
逆
の
そ
れ
は
社
会
的
関

心
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
と
言
っ
て
よ
い
。
作
品
抒
イ
と
創
作
日
付
の
有
無
の
帯
星
に
は
、（16）

《
第
三
集
》
の
川
突
日
と
同
様
、
や
は
り
作
品
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
差
が
間
わ
っ
て
い
る
。

四
一
次
清
昏
稿
段
階
の
詩
群

こ
の
よ
う
に
選
別
さ
れ
て
い
る
作
品
群
の
う
ち
、
間
題
を
《
箪
一
巷
の
一
次
清
＃

桔
投
附
に
限
っ
て
見
て
い
く
と
、
三
m
は
個
々
に
独
立
し
な
が
ら
相
互
の
有
機
的
開
通

を
持
っ
て
い
る
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
三
作
品
の
一
次
川
里
＝
桁
を

ま
と
め
て
引
川
す
る
。
や
が
て
二
次
廿
里
桔
段
階
の
構
造
と
比
較
す
る
た
め
で
も
あ
る
。

い
っ
さ
う
う
つ
く
し
く
き
ら
め
い
て
／
あ
く
ま
で
わ
た
く
L
を
か
な
し
く
す
る

一
ド
h
日
柄
二
）
手
人
形
｝

三
三
八
　
異
途
へ
の
出
発
　
　
　
　
二
九
二
五
、
一
、
五
、
）

月
の
惑
み
と
／
巨
き
な
叫
の
般
首
の
な
か
に
／
あ
て
な
く
ひ
と
り
下
り
立
て
ば

／
あ
し
も
と
は
札
リ
／
寒
冷
で
ま
っ
く
ろ
な
空
虚
は
／
が
ら
ん
と
知
に
臨
ん
で

ゐ
る
／
　
…
…
楽
手
た
ち
は
菅
ぎ
め
て
死
に
／
　
　
　
嬰
児
は
水
い
ろ
の

も
や
に
う
ま
れ
た
＝
・
…
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
㌫
い
ち
め
ん
に
／
た
く
さ
ん
の
た
く

さ
ん
の
尖
っ
た
青
い
燐
光
が
／
そ
ん
な
に
せ
わ
し
く
浮
沈
す
れ
ば
／
わ
た
く
L

は
と
め
ど
な
く
旧
が
な
か
れ
る
／
　
…
…
ア
カ
シ
ャ
の
木
の
．
黒
い
列
…
…
／

マ
マ

み
ん
な
に
琵
理
を
放
い
て
ま
で
、
／
気
n
ん
だ
旅
に
出
る
と
い
っ
て
も
／
結
局

．
、

荒
さ
ん
だ
海
辺
の
原
や
／
林
の
底
の
渦
巻
く
平
に
、
／
か
ら
だ
を
い
た
め
て
来

る
だ
け
だ
か
ら
／
ほ
ん
た
う
は
も
つ
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
／

底
ぴ
か
り
す
る
水
晶
天
の
／
　
　
　
ひ
と
ひ
ら
白
い
裂
辞
で
す
…
…
／
雪
が

三
五
ハ
　
旅
程
幻
想
　
　
　
二
九
一
一
五
、
一
、
八
、
）

海
蝕
さ
れ
た
山
地
の
緑
に
沼
ひ
／
い
く
つ
も
の
白
い
紛
…
“
の
峠
を
嘩
え
て
／
わ

た
く
L
は
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
け
れ
ど
も
／
い
ま
こ
の
草
地
の
餌
の
な
か
か
ら

か
ん
が
へ
て
見
る
と
／
ど
う
も
し
ま
ひ
の
ひ
の
き
づ
く
り
の
白
い
一
扉
を
／
囲
め

な
か
っ
た
か
／
あ
る
ひ
は
車
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
／
そ
こ
の
ち
い
さ
な
つ
め
た

い
そ
ら
や
／
や
ど
リ
木
の
あ
る
五
木
の
栗
の
木
も
見
え
る
／
㌘
ヤ
庄
め
ぐ
り
／

み
ち
に
中
ふ
柚
木
の
柵
は
／
み
な
ま
っ
日
石
影
を
落
と
し
て
／
地
平
線
ま
で
続

い
て
ゐ
る

一
下
北
‥
机
（
こ
第
一
形
態
一

三
五
八
　
峠
　
　
　
（
一
九
二
五
、
一
、
九
、
）

あ
ん
ま
り
眩
ゆ
く
山
が
ま
は
り
を
う
ね
る
の
で
／
こ
こ
ら
は
ま
る
で
何
か
光
機

ム
お
r
ら

の
仕
損
の
や
う
／
菅
巧
ば
か
り
、
／
い
よ
い
よ
暗
く
陥
ち
込
ん
で
ゐ
る
、
／

（
鉄
鉱
床
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
だ
／
　
　
い
ま
の
あ
や
し
い
呟
き
は
⊥
／

冷
た
い
瓜
が
、
／
せ
ほ
し
く
西
か
ら
甲
山
の
で
／
自
陣
は
み
な
、
／
ね
ぢ
れ
た

枝
を
束
の
そ
ら
の
海
の
光
へ
伸
ば
し
／
雪
と
露
岩
の
け
は
し
い
二
色
の
起
伏
の

は
て
で
／
二
十
世
紀
の
大
坪
洋
が
、
／
訂
く
な
ま
め
き
け
む
っ
て
ゐ
る
／
黒
い

岬
の
こ
っ
ち
に
は
／
釜
石
湾
の
一
つ
ぶ
弗
黍
な
エ
メ
ラ
ル
ド
／
　
　
　
…
・
そ

こ
で
は
叔
父
の
こ
ど
も
ら
が
／
　
　
　
　
み
ん
な
す
く
す
く
と
育
っ
て
ゐ
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た
・
…
‥
／
あ
た
ら
し
い
凪
が
翔
け
れ
ば
／
n
枠
の
木
は
銅
の
や
う
に
り
ん
り
ん

鳴
ら
す

｛
下
背
稿
（
こ
手
人
形
｝

「
旅
程
幻
想
」
で
は
、
△
印
を
付
し
た
手
人
形
を
抹
川
す
べ
き
だ
が
、
手
人
形
に
は

秦
化
成
な
部
分
が
あ
る
の
で
、
便
几
的
に
第
一
形
態
を
採
川
し
た
。
三
作
品
の
い
ず
れ

も
、
《
第
二
釜
の
中
で
は
比
較
的
先
行
研
究
が
多
い
作
品
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
珊
者

（17）

の
立
場
か
ら
の
解
釈
を
概
略
述
べ
て
お
く
。

「
異
速
へ
の
出
匹
で
は
、
あ
て
ど
な
い
孤
独
な
冬
の
旅
に
「
み
ん
な
に
義
哩
を
放

マ
マ

い
て
ま
で
／
気
n
ん
だ
旅
に
出
る
」
と
し
な
が
ら
、
出
発
に
際
し
て
「
と
め
ど
な
く
〓

が
な
が
れ
る
」
と
構
覆
的
に
準
っ
。
こ
の
感
傷
の
庇
に
あ
る
も
の
は
、
詩
人
の
引
き
裂

か
れ
る
心
で
あ
ろ
う
。
「
寒
冷
で
ま
っ
く
ろ
な
空
座
に
正
面
し
た
詩
人
に
意
識
さ
れ

る
の
は
、
「
楽
手
た
ち
は
菅
ざ
め
て
死
に
／
嬰
●
‖
指
水
い
ろ
の
も
や
に
う
ま
れ
た
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
者
の
生
活
史
に
合
わ
せ
て
解
釈
す
れ
ば
、
花
脊
最
学
校
の
演
劇

教
育
が
挫
折
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
農
民
劇
の
計
画
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
喧
小
し

た
も
の
と
も
理
郁
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
計
画
も
、
人
が
生
き
て
い
る
限
り
、
一
つ
の

夢
が
破
れ
る
と
ま
た
次
の
は
か
な
い
夢
を
つ
む
ぐ
。
そ
う
し
た
人
の
心
の
営
み
に
よ
る

も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
詩
人
は
意
識
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の
夢
を
映
す

か
に
見
え
る
「
た
く
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
尖
っ
た
青
い
燐
光
が
／
そ
ん
な
に
せ
わ
し
く

浮
沈
す
れ
ば
／
わ
た
く
L
は
と
め
ど
な
く
洞
が
な
が
れ
る
」
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

の
夢
が
一
つ
消
え
る
度
に
、
人
は
心
を
引
き
裂
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
中
元
右

曹
板
」
を
二
つ
に
引
き
裂
く
「
ア
カ
シ
ャ
の
本
の
黒
い
列
」
は
、
こ
の
と
き
詩
人
に
意

識
さ
れ
る
。
痛
み
に
耐
え
か
ね
て
「
み
ん
な
に
義
理
を
抜
い
て
ま
で
」
冬
の
旅
に
出
よ

う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
も
結
局
「
か
ら
だ
を
い
た
め
て
来
る
だ
け
」
と
わ
か
っ

て
い
る
。
詩
人
の
心
を
映
す
か
に
見
え
る
「
底
ぴ
か
り
す
る
水
晶
天
の
／
ひ
と
ひ
ら
白

い
裂
距
の
も
と
で
、
「
雪
が
い
っ
さ
う
う
つ
く
し
く
き
ら
め
」
く
こ
と
が
二
あ
く
ま

で
わ
た
く
L
を
か
な
し
く
す
る
」
の
も
、
そ
の
た
め
に
違
い
な
い
。

「
旅
程
幻
想
」
で
は
、
二
つ
の
世
界
の
境
界
線
の
よ
う
な
「
海
蝕
さ
れ
た
山
地
の
縁

に
沿
ひ
／
い
く
つ
も
の
白
い
粉
川
石
の
峠
を
越
え
て
」
来
た
自
己
の
米
し
方
を
振
り
返
り

つ
つ
、
も
は
や
引
き
返
す
す
べ
も
な
い
こ
と
を
碓
認
し
、
ま
た
、
口
前
に
は
「
み
ち
に

沿
ふ
枯
木
の
柵
は
／
み
な
ま
っ
里
…
な
影
を
落
と
し
て
／
地
中
線
ま
で
続
い
て
ゐ
る
」
の

を
見
て
い
る
。
「
し
ま
ひ
の
ひ
の
き
づ
く
り
の
白
い
一
匹
と
は
、
お
そ
ら
く
花
巻
農
学

校
の
玄
間
だ
ろ
う
が
、
閉
め
る
べ
き
扉
を
閉
め
な
い
で
来
た
と
す
る
詩
人
の
自
覚
を
碓

認
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
「
底
ぴ
か
り
す
る
水
‖
…
さ
と

も
通
じ
る
、
「
ち
い
さ
な
つ
め
た
い
そ
ら
や
／
や
ど
リ
本
の
あ
る
五
本
の
栗
の
木
も
見

え
る
」
と
回
顧
的
な
こ
二
日
葉
が
つ
づ
く
。
け
じ
め
も
つ
け
ら
れ
ず
来
た
過
圭
「
白
い
匹

の
場
所
が
な
つ
か
し
い
。
し
か
し
、
今
そ
こ
は
す
で
に
遠
く
な
り
、
詩
人
の
周

囲
に
「
f
t
I
曇
は
め
ぐ
」
っ
て
、
目
前
の
「
み
ち
に
沿
ふ
枯
れ
木
の
棚
は
／
み
な
ま
っ

黒
な
影
を
落
し
て
／
地
平
線
ま
で
続
い
て
ゐ
る
」
と
い
う
∵
別
途
も
ま
た
、
引

き
裂
か
れ
た
世
界
で
あ
る
。
詩
人
の
迷
い
は
な
お
深
い
。

「
旅
程
幻
想
」
の
翌
日
の
「
峠
」
で
、
「
二
十
世
紀
の
太
平
洋
が
、
／
青
く
な
ま
め

き
け
む
っ
て
ゐ
る
」
の
を
展
㌻
し
た
詩
人
は
、
よ
う
や
く
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
考
え
る
。
ま
ず
「
あ
ん
ま
り
眩
く
山
が
ま
は
り
を
う
ね
る
」
と
い
う
周
川
の
情
‥
婁
J
、
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詩
人
が
「
こ
こ
ら
は
ま
る
で
何
か
光
機
の
焦
古
…
の
や
う
」
と
受
け
止
め
た
こ
と
に
よ
っ

あ
お
ぞ
ら

て
、
「
薫
り
」
も
「
い
よ
い
よ
暗
く
陥
ち
込
ん
」
だ
光
機
の
仙
同
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
「
鉄

鉱
床
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
」
も
何
者
か
の
「
あ
や
し
い
呟
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
光
機

の
仕
仙
良
に
立
つ
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
周
囲
を
見
れ
ば
、
「
自
律
は
み
な
、
／
ね
じ

れ
た
枝
を
束
の
そ
ら
の
海
の
光
へ
伸
ば
し
」
て
お
り
、
そ
れ
に
誘
わ
れ
て
東
方
を
み
た

詩
人
は
、
こ
こ
で
「
中
日
と
拝
石
の
け
は
し
い
二
色
の
起
伏
の
は
て
」
に
、
「
二
十
世
紀

の
太
平
洋
が
、
／
青
く
な
ま
め
き
け
む
っ
て
ゐ
る
」
の
を
捉
え
る
。
「
釜
石
湾
の
一
つ

ぶ
芸
な
エ
メ
ラ
ル
ド
」
が
輝
き
、
そ
の
そ
ば
で
「
叔
父
の
こ
ど
も
ら
が
／
み
ん
な
す

く
す
く
と
台
っ
て
ゐ
た
」
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
、
「
あ
た
ら
し
い
凪
」
に
白
柏
が
杖
を

「
銅
の
や
う
に
り
ん
り
ん
鳴
ら
す
」
の
を
聞
く
。
詩
人
は
、
新
し
い
勇
刈
を
得
た
に
違

い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
三
作
品
間
に
、
旅
の
狸
性
だ
け
で
な
い
有
機
的
構
成
が
認

め
ら
れ
て
く
る
。
「
異
途
へ
の
出
巷
で
「
ア
カ
シ
ャ
の
木
の
黒
い
列
」
を
捉
え
る
と
、

「
旅
程
幻
州
巴
で
は
、
「
み
ち
に
治
ふ
枯
木
の
柵
は
／
み
な
ま
っ
黒
な
影
を
落
と
し
て

／
地
平
線
ま
で
続
い
て
ゐ
る
」
と
し
、
「
峠
」
で
は
、
「
㌻
と
括
れ
の
け
は
し
い
二
色
の

起
伏
の
は
て
」
に
「
二
十
世
紀
の
太
平
洋
」
を
抱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
m
の

作
目
…
で
は
、
あ
え
て
精
神
分
析
萎
ど
を
持
ち
H
I
＋
す
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
詩
人
の

心
を
引
き
裂
く
も
の
と
し
て
自
H
…
の
対
立
す
る
線
を
置
き
、
詩
人
の
展
望
の
広
が
り
と

と
も
に
こ
れ
を
拡
大
し
、
そ
の
果
て
に
エ
メ
ラ
ル
ド
の
輝
き
を
見
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
寒
冷
で
ま
っ
く
ろ
な
空
虚
」
は
、
「
楽
手
た
ち
は
苅
ざ
め
て
死
に
／
嬰
児
は

水
い
ろ
の
も
や
に
う
ま
れ
た
」
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
が
、
「
ち
い
さ
な
つ
め
た
い
そ
ら
」

は
「
ひ
の
き
づ
く
り
の
臼
い
扉
を
／
初
め
な
か
っ
た
か
／
あ
る
ひ
は
通
ら
な
か
っ
た
」

こ
と
へ
の
ご
だ
わ
リ
の
中
で
州
道
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
‖
M
後
に
「
い
よ
い
よ
暗
く
陥

あ
お
ぞ
ら

ち
込
ん
で
ゐ
る
」
菅
巧
は
、
詩
人
を
「
光
機
の
仕
※
」
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
に

追
い
詰
め
て
い
く
。
詩
人
の
内
奥
が
次
男
に
明
る
い
光
の
中
に
引
き
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
次
第
に
強
く
な
る
光
は
詩
人
に
決
断
を
迫
る
働
き
を
し
て

い
る
。と

こ
ろ
で
、
「
射
返
へ
の
出
発
」
と
「
峠
」
の
一
次
清
書
稿
手
人
形
の
欄
外
に
は
㊤

印
が
つ
い
て
い
る
が
、
杉
浦
静
氏
は
、
こ
れ
を
一
九
二
八
三
年
夏
頃
の
作
…
選
択
紆
ゾ

と
し
、
の
印
を
持
つ
川
一
編
（
△
印
と
の
印
の
両
方
を
持
つ
も
の
も
合
む
）
に
よ
っ
て

（18）

一
次
の
詩
集
が
構
想
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
△
印
し
か
な
い
「
旅
程

幻
想
」
は
、
こ
の
段
階
で
選
に
振
れ
た
こ
と
に
な
る
。
華
者
も
、
△
印
や
0
印
を
作
…

選
択
紆
T
と
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
が
、
の
印
の
あ
る
詩
情
の
み
で
一
次
の
詩
集
が

構
想
さ
れ
た
と
す
る
判
断
に
は
根
拠
が
な
い
と
考
え
る
。
◎
印
稿
は
尊
重
さ
れ
て
い
る

が
二
次
沫
盤
日
精
に
発
展
し
な
い
も
の
が
あ
り
、
無
印
稿
や
△
印
稿
か
ら
二
次
清
光
巌
に
（19）

発
展
し
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
っ
て
、
無
印
稿
と
削
除
稿
と
は
扱
い
が
同
じ
で
な
い
。

氏
の
四
一
m
構
相
だ
、
《
箪
一
帖
母
の
二
次
清
湘
日
航
投
隋
に
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
次
清
訳
日
柄
の
時
期
に
相
当
す
る
一
九
三
一
年
頃
の
構
想
メ
モ
に

「
第
二
、
日
塵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
氏
は
こ
の
四
一
m
構
想
を
自
然
の
モ
テ
ィ
ー
フ

で
純
一
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
不
可
伸
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

華
者
は
◎
印
稿
を
詩
粧
構
成
の
基
準
的
作
品
と
い
う
程
の
意
味
に
解
し
、
当
面
の
三

陸
旅
行
詩
群
に
つ
い
て
も
「
旅
程
幻
想
」
を
含
め
て
考
え
た
い
。
「
旅
程
幻
想
」
を
欠
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い
た
文
脈
で
「
異
途
へ
の
出
発
」
と
「
峠
」
が
読
ま
れ
る
な
ら
、
作
品
群
が
苦
し
く
そ

の
奥
行
き
を
失
う
こ
と
を
免
れ
な
い
。
こ
こ
に
筆
者
は
三
睦
旅
行
詩
群
の
有
機
的
構
成

と
記
録
性
を
堪
え
た
心
象
ス
ケ
ッ
チ
の
方
法
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え

て
こ
そ
、
二
次
は
県
‖
稿
段
階
へ
の
展
開
の
必
然
性
が
理
解
さ
れ
て
く
る
。

五
　
二
次
清
昏
稿
段
階
に
つ
い
て

◎
印
稿
の
う
ち
、
「
峠
」
が
二
次
清
書
稿
段
階
に
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。
こ
の
理

由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
多
分
そ
れ
は
、
作
品
中
に
あ
る
。
作
品
を
も
う
一
度
見
正
し
て

み
れ
ば
、
峠
を
束
か
ら
登
っ
て
き
た
詩
人
が
こ
れ
か
ら
た
ど
る
道
は
、
必
然
的
に
「
冷

た
い
風
が
、
／
せ
ほ
し
く
西
か
ら
製
ふ
」
の
に
逆
ら
っ
て
西
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

詩
人
の
こ
れ
か
ら
進
む
方
向
を
無
視
す
れ
ば
、
明
る
い
展
望
を
歌
っ
た
作
品
と
も
読
め

る
が
、
こ
の
点
を
考
え
る
限
り
、
作
品
は
回
顧
的
で
希
望
の
な
い
も
の
と
な
る
。
仙
人

峠
の
西
方
、
遠
野
側
の
道
は
谷
が
深
く
展
望
に
欠
け
る
の
五
琳
夫
だ
が
、
旅
の
終
り
を

こ
の
「
峠
」
で
結
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
欠
陥
は
、
改
植
に
よ
っ
て
簡
単
に
補

う
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
二
次
清
書
稿
段
階
で
、
「
峠
」
と
差
し
替
え
る
形
で
採
川
さ
れ
て
い
る
の
が

「
暁
巧
へ
の
嫉
妬
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
拙
作
日
付
も
作
品
番
ゾ
も
「
旅
程
幻
想
」
の
前

に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
詩
群
構
成
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
古
…
を
理
船
す
る
に
は
、
二
次
川
里
‥
枯
段
階
の
作
品
を
見
る
の
が
早
道
で
あ
る
。
二
次

池
狼
鵜
の
手
人
形
か
ら
、
三
作
品
を
ま
と
め
て
引
用
す
る
。

三
三
八
　
黒
途
へ
の
出
発
　
　
　
　
二
九
二
五
、
一
、
五
、
）

（
改
稿
が
な
い
の
で
、
冒
頭
八
行
略
）
尖
っ
た
青
い
燐
光
が
／
い
ち
め
ん
そ
こ

ら
の
宮
を
縫
っ
て
／
せ
わ
し
く
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
／
し
ん
L
と
凪
を
集
積
す

る
／
　
　
…
…
あ
あ
ア
カ
シ
ャ
の
H
…
い
列
…
…
／
み
ん
な
に
義
理
を
か
い
て

ま
で
／
こ
ん
や
旅
だ
つ
こ
の
み
ち
も
／
じ
っ
は
た
ヾ
し
い
も
の
で
な
く
／
誰
の

た
め
に
も
な
ら
な
い
の
だ
と
／
い
ま
ま
で
に
し
ろ
わ
か
っ
て
ゐ
て
／
そ
れ
で
ど

う
に
も
な
ら
な
い
の
だ
／
　
　
…
…
底
ぴ
か
り
す
る
水
晶
天
の
／

H
．
．
・

一
ひ
ら
白
い
裂
辞
の
あ
と
…
…
／
車
I
が
一
さ
う
ま
た
た
い
て
／
そ
こ
ら
を
海

よ
り
さ
び
し
く
す
る

（
ソ
某
日
稿
（
三
）
手
人
形
）

三
四
三
　
暁
血
弓
へ
の
嫉
妬
　
　
　
二
九
二
五
、
一
、
六
、
）

1
－
等
薇
輝
石
や
㌻
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
め
て
、
／
ひ
か
り
け
だ
か
く
か
ゞ
や
さ
な

が
ら
／
そ
の
清
Ⅲ
な
サ
フ
ァ
イ
ア
瓜
の
惑
星
を
／
溶
か
さ
う
と
す
る
あ
け
か
た

の
そ
ら
／
さ
っ
き
は
み
ち
は
渚
を
つ
た
ひ
／
波
も
ね
む
た
く
ゆ
れ
て
ゐ
た
と
き

u
l
・
－
n
．
k

／
星
は
あ
や
し
く
澄
み
わ
た
り
／
過
冷
な
天
の
水
そ
こ
で
／
骨
い
合
図
を
い
く

T．・

た
び
い
く
つ
も
投
げ
て
ゐ
た
／
そ
れ
な
の
に
い
も
／
（
と
こ
ろ
が
あ
い
つ
は

ま
ん
‖
な
も
ん
で
／
リ
ン
グ
も
あ
れ
ば
月
も
七
っ
つ
も
っ
て
ゐ
る
／
第
一
あ
んマ

な
も
の
生
き
て
も
ゐ
な
い
し
／
ま
あ
行
っ
て
見
ろ
ご
そ
ご
そ
だ
ぞ
）
と
／
草
刈

マ云
っ
た
と
し
て
も
／
ぼ
く
が
あ
い
つ
を
恋
す
る
た
め
に
／
こ
の
う
つ
く
し
い
あ

け
ぞ
ら
を
／
変
な
顔
し
て
　
見
て
ゐ
る
こ
と
は
黎
b
な
い
／
変
ら
な
い
ど
こ
か

そ
ん
な
こ
と
な
ど
云
は
れ
る
と
／
い
よ
い
よ
ぼ
く
は
ど
う
し
て
い
、
か
わ
か
ら
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な
く
な
る
／
…
…
H
を
か
ぶ
っ
た
は
ひ
び
ゃ
く
し
ん
と
／
　
H
の
峠
が
い
ま

明
け
る
／
　
萬
葉
凪
の
青
海
原
よ
…
…
／
滅
び
る
鳥
の
種
扶
の
や
う
に
／
星

は
も
い
ち
ど
ひ
る
が
へ
る

｛
†
基
桔
手
人
形
）

三
尭
ハ
　
旅
不
I
l
ミ
幻
想
　
　
　
　
二
九
二
五
二
、
八
、
）

さ
び
し
い
不
漁
と
‖
某
日
の
あ
と
を
／
海
に
れ
ふ
／
い
く
つ
も
の
峠
を
越
え
た
り

／
豊
の
野
原
を
通
っ
た
り
し
て
／
ひ
と
り
こ
こ
ま
で
米
た
の
だ
け
れ
ど
も
／
い

ま
こ
の
荒
れ
た
河
頂
の
砂
の
、
／
う
す
陽
の
な
か
に
ま
ど
ろ
め
ば
、
／
〓
ま
た

せ
な
の
う
ら
塞
く
／
何
か
不
安
な
こ
の
感
じ
は
／
た
し
か
し
ま
ひ
の
旺
板
㌫
の

峠
の
上
で
／
放
牧
川
の
本
柵
の
／
楢
の
扉
を
開
け
た
ま
、
／
み
ち
を
急
い
だ
た

め
ら
し
く
／
そ
こ
の
光
っ
て
つ
め
た
い
そ
ら
や
／
や
ど
リ
木
の
あ
る
粟
の
木
な

ど
も
根
に
う
か
ぶ
／
そ
の
川
上
の
幾
重
の
小
．
丁
．
と
／
つ
め
た
い
陽
射
し
の
格
子
の

な
か
で
／
絢
か
知
ら
な
い
巨
き
な
瓜
が
／
か
す
か
に
ご
ろ
ご
ろ
鳴
い
て
ゐ
る

（
下
北
桔
（
二
）
日
出
終
形
態
｝

「
冥
途
へ
の
出
発
」
の
改
稿
は
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、
作
中
の
詩
人
は
、

自
分
が
「
み
ん
な
に
ぷ
理
を
か
い
て
ま
で
／
こ
ん
や
旅
だ
つ
」
よ
う
な
行
為
を
し
て
し

ま
う
自
分
の
「
み
ち
」
を
、
客
観
的
に
見
証
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
「
じ

つ
は
た
ヾ
し
い
も
の
で
な
く
／
誰
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
の
だ
と
／
い
ま
ま
で
に
し
ろ

わ
か
っ
て
ゐ
て
／
そ
れ
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
だ
」
と
、
自
己
分
析
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
服
を
攫
糾
し
た
詩
人
は
、
下
北
＝
稿
（
こ
の
段
階
で
、
「
み
ん
な
に
義
理
を

マ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ベ

放
い
て
ま
で
／
気
f
l
ん
だ
旅
に
出
る
と
い
っ
て
も
／
結
局
荒
さ
ん
だ
海
辺
の
原
や
／
称

の
底
に
渦
巻
く
対
に
／
か
ら
だ
を
い
た
め
て
来
る
だ
け
だ
か
ら
／
ほ
ん
と
う
は
も
う
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
、
自
己
に
執
着
し
て
い
た
だ
け
の
中
日
年
で
は
も
は
や

な
い
。
詩
人
が
、
自
己
を
「
た
ゞ
し
い
も
の
で
な
く
／
誰
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
」
行

為
に
駆
り
立
て
る
も
の
に
自
覚
的
で
あ
る
分
だ
け
、
作
品
が
持
つ
情
緒
的
衝
撃
性
は
薄

ら
い
で
い
る
。

自
己
を
＃
剋
視
す
る
詩
人
の
姿
勢
は
、
「
暁
巧
へ
の
嫉
妬
」
に
い
た
っ
て
よ
り
明
確

に
な
る
。
こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
モ
テ
ィ
ー
フ
に
は
、
宗
教
と
科
学
の
間
題
も
合
ま
れ

て
い
る
が
、
詰
桝
が
構
成
す
る
文
朕
に
沼
っ
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
自
己
の
う
ち
な
る
衝

動
を
＃
観
的
に
捉
え
匪
し
つ
つ
、
露
川
す
る
も
の
に
別
れ
、
引
き
裂
か
れ
る
心
を
抱
き

な
が
ら
も
、
新
し
い
世
界
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
次
清
光
日
精
段
階

の
「
峠
」
が
よ
う
や
く
捉
え
た
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
「
釜
石
湾
の
一
つ
ぶ
華
寮
な

エ
メ
ラ
ル
ド
」
と
「
清
規
な
サ
フ
ァ
イ
ア
凪
の
惑
星
」
と
い
っ
た
比
喩
は
、
象
徴
す
る

も
の
に
差
は
あ
り
な
が
ら
発
想
に
連
続
す
る
も
の
が
あ
り
、
「
映
巧
へ
の
嫉
妬
」
が
、

海
に
展
望
を
間
い
て
い
る
点
で
も
、
「
峠
」
に
代
わ
る
作
品
と
し
て
の
要
請
を
満
た
し

て
い
る
。
「
異
途
へ
の
出
発
」
に
「
㌻
が
一
さ
う
ま
た
た
い
て
／
そ
こ
ら
を
海
よ
り
さ

び
し
く
す
る
」
（
下
㌫
棉
二
手
人
形
）
と
あ
る
の
を
、
「
暁
質
へ
の
嫉
妬
」
で
「
さ
っ
き

み
ち
は
渚
を
つ
た
ひ
／
披
も
ね
む
た
く
ゆ
れ
て
ゐ
た
と
き
」
と
受
け
て
、
両
者
の
盤
が

り
は
…
窓
山
で
あ
る
。

そ
こ
で
間
題
と
な
る
の
は
「
旅
程
幻
想
」
で
あ
る
。
「
峠
」
の
前
に
帯
く
作
品
と
、

「
暁
巧
へ
の
嫉
班
の
次
に
置
か
れ
る
作
品
で
は
、
役
割
が
違
っ
。
賢
治
作
品
で
は
珍
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し
く
な
い
が
、
詩
粧
中
で
こ
の
作
品
の
改
稿
が
最
大
の
飛
躍
を
合
ん
で
い
る
の
も
、
お

そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
下
北
‖
稿
（
二
）
で
「
海
に
沿
ふ
／
い
く
つ
も
の
峠
を
越

え
た
り
／
浩
の
野
原
を
通
っ
た
り
し
て
」
孤
独
な
道
を
歩
い
て
来
た
詩
人
は
、
「
暁
巧

へ
の
嫉
妬
」
の
渚
の
道
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
し
か
も
「
さ
び
し
い
不
漁
と
‖
賽
‥
の
あ

と
を
」
と
い
っ
た
目
頭
の
一
行
を
加
え
、
詩
人
の
視
肘
に
広
が
り
を
持
た
せ
て
い
る
。

「
異
途
へ
の
出
発
」
の
改
稿
で
自
己
の
周
辺
に
も
目
配
り
が
で
き
る
詩
人
に
成
長
し
た

姿
が
、
引
き
緋
が
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
草
原
で
は
な
く
、
「
荒
れ
た
河
原
の
砂
」

の
上
に
視
座
を
移
し
て
、
「
う
す
陽
の
な
か
に
ま
ど
ろ
む
」
詩
人
の
疲
れ
は
深
い
。
想

定
さ
れ
る
地
図
上
の
「
旅
程
幻
想
」
の
位
置
は
「
峠
」
の
壬
肌
だ
が
、
こ
の
詩
人
が
歩

い
て
き
た
心
の
中
の
道
の
り
で
は
、
「
峠
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
準
え
た
後
で
あ
る
こ
と

を
あ
た
か
も
象
政
す
る
よ
う
に
、
下
鞭
＝
稿
（
一
）
で
は
、
詩
人
の
前
途
に
「
ま
っ
H
な

影
を
落
と
し
て
／
地
平
線
ま
で
続
い
て
」
い
た
枯
れ
木
の
柵
が
、
下
北
‥
杭
（
二
）
で
は

「
肩
ま
た
せ
な
の
う
ら
整
い
中
で
振
り
返
る
と
き
、
「
た
し
か
し
ま
ひ
の
祉
矩
“
の

峠
の
士
で
／
放
牧
川
の
木
刷
の
／
緬
の
扉
を
間
け
た
ま
、
／
み
ち
を
急
い
だ
」
と
こ
ろ

と
し
て
回
想
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
曲
畠
星
会
の
生
活
マ
ナ
ー
を
な
っ

（20）

た
こ
と
へ
の
詩
人
の
悔
恨
で
も
あ
る
。
「
異
途
へ
の
出
塑
に
お
い
て
「
み
ん
な
に
義

即
を
か
い
て
ま
で
」
旅
に
出
て
き
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
生
活
者
の
マ
ナ
ー
を
怠
っ
た
と

い
、
ヱ
＝
疎
で
引
き
継
い
で
い
る
。
下
北
結
（
こ
の
「
ひ
の
き
づ
く
り
の
白
い
扉
」
は
、

幾
ら
か
州
蒜
な
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
が
、
下
中
日
机
（
二
）
の
詩
人
は
、
そ
う
し
た

も
の
へ
の
拘
り
を
払
拭
し
て
い
る
。

‖
…
後
に
、
「
そ
こ
の
光
っ
て
つ
め
た
い
そ
ら
や
／
や
ど
り
木
の
あ
る
葉
の
本
な
ど
も

根
に
う
か
ぶ
」
た
め
に
、
思
わ
ず
振
り
返
る
川
上
は
す
で
に
「
幾
重
の
小
．
亡
に
視
わ
れ
、

「
つ
め
た
い
陽
射
し
の
格
子
の
な
か
で
／
何
か
知
ら
な
い
巨
き
な
鳥
が
／
か
す
か
に
ご

ろ
ご
ろ
咄
い
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
こ
の
「
荒
れ
た
河
原
の
砂
の
」
上
で
聞
く
、
「
か
す

か
に
ご
ろ
ご
ろ
鳴
い
て
ゐ
る
」
「
何
か
矢
‖
ら
な
い
巨
き
な
鳥
」
の
声
と
は
何
か
と
い
っ

た
疑
間
に
対
し
て
は
、
下
鶉
稿
（
一
）
の
抹
消
さ
れ
た
部
分
に
「
と
ど
ろ
き
を
聴
く
」

と
い
っ
た
詩
句
が
あ
る
か
ら
、
㌫
鴫
の
比
喩
と
す
る
の
が
一
応
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
中
…
鴫
を
あ
え
て
「
何
か
知
ら
な
い
巨
き
な
鳥
」
の
声
と
表
現

し
、
化
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
で
、
奇
怪
な
幻
想
世
界
の
た
だ
中
に
読
者

が
導
か
れ
て
居
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

詩
人
が
作
ん
で
い
る
こ
の
不
気
昧
な
生
の
深
淵
の
意
蕊
世
界
に
、
読
者
も
と
も
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
「
旅
程
幻
利
と
の
題
名
の
音
苗
も
、
こ
こ
で
了
解
さ
れ

る
。
「
峠
」
を
＝
最
後
に
置
い
た
一
次
清
は
＝
稿
段
階
か
ら
、
「
旅
程
幻
想
」
で
締
め
頼
る
二

擦
拇
＝
稿
段
階
へ
の
飛
躍
と
屈
折
に
は
、
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
一
つ
の
別
れ
を
決
意

し
左
…
人
が
旅
の
果
て
に
見
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
H
ハ
府
に
も
近
い
世
界
で
あ
っ
た
。

一
次
清
非
情
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
椎
疋
さ
れ
て
い
る
の
は
一
九
l
五
年
⊥
九

二
八
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
二
次
圧
服
轟
が
ま
と
め
証
さ
れ
た
と
樵
止
さ
れ

る
一
九
三
〇
年
～
一
九
三
二
年
ま
で
の
間
に
は
、
作
者
の
羅
須
山
人
協
会
の
試
み
と
病

魔
に
よ
る
稚
巧
そ
し
て
一
度
は
回
複
し
た
後
の
再
度
の
病
臥
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

詩
人
の
開
座
が
あ
る
い
は
こ
こ
に
投
影
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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六
　
お
わ
り
に

以
上
の
歪
を
通
し
て
、
二
次
壇
鵜
段
階
ま
で
の
三
陸
旅
行
両
群
の
有
機
的
構
成

は
確
認
で
き
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
飛
躍
の
多
い
賢
治
詩
の
政
柄
過
程
に
お
い
て
、
そ

の
飛
躍
の
必
然
性
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
を
‖
た
と
い
、
ユ
‥
疎
で
も
、
詩
群
構

成
と
い
う
捉
え
方
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
《
第
二
集
》
が
‖
最
終
的
に
士
や
向
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
碓
か
め
る
た
め
に
は
、

ま
だ
前
途
に
間
題
が
山
積
し
て
い
る
二
二
睦
旅
行
詩
腑
に
限
っ
て
み
て
も
、
‥
…
初
に
触

れ
た
通
り
、
こ
れ
に
は
｛
藷
間
詩
稿
用
紙
稿
が
な
い
。
こ
れ
を
削
除
と
み
る
べ
き
か
、
作

者
の
死
に
よ
る
作
某
の
中
断
と
み
る
べ
き
か
。
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
こ
の
問
題
と
関

連
し
て
、
「
暁
巧
へ
の
嫉
妬
」
の
発
展
形
に
文
語
詩
「
敗
れ
し
少
年
の
歌
へ
る
」
が
あ

る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
‖
語
詩
に
お
け
る
観
念
的
・
思
弁
的
作
品
が
文
撞
両
化
さ
れ

る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
詩
群
が
解
体
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
三
陸

旅
行
詰
群
の
一
例
だ
け
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ
て
は
三
次
廿
里
＝

棉
（
定
稿
）
段
階
で
、
詩
集
全
体
の
詩
群
構
成
と
そ
の
配
列
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
る
か
と
い
っ
た
視
古
…
か
ら
j
柑
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
1
　
山
内
修
『
宮
沢
賢
治
研
究
ノ
ー
ト
』
（
河
出
詐
房
新
社
　
5
－
．
p
）
拙
稿
「
『
春

と
修
維
箪
褒
』
『
命
企
と
そ
の
背
と
（
「
近
代
文
学
試
逆
押
イ
ー
苫
ご
N
．
）

参
照
。

2
　
局
奔
霊
二
九
二
五
年
関
目
一
三
日
付
杉
山
芳
松
宛
訳
柄
参
増

3
詳
細
は
拙
稿
「
《
在
と
彼
羅
第
二
集
》
の
構
想
論
・
試
論
－
二
次
清
諏
＝
棉

段
階
を
中
心
に
－
」
（
「
国
語
と
同
文
と
7
1
巻
持
二
諾
仁
N
．
）
参
照
。

推
定
の
根
拠
に
つ
い
て
若
干
の
補
説
を
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
校
本
全
蓮
の
校
興
お
い
て
詩
稿
の
第
一
形
態
を
「
鉛
筆
で
き
れ
い
に
士
‥
か

れ
た
も
の
」
あ
る
い
は
「
間
鉦
を
用
い
て
、
鉛
筆
の
や
や
眉
し
た
ハ
千
体
で
宜
‥
か
れ
た

も
の
」
と
す
る
詩
稿
を
㍍
吉
稿
と
す
る
と
、
《
箪
一
集
》
で
は
、
同
一
作
品
で
こ

れ
を
三
相
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
持
つ
も
の
が
多
数
あ
る
。
ま
た
、
、
圭
要
な
も
の

だ
け
で
赤
罫
用
紙
稿
、
粧
部
2
2
系
用
紙
叫
定
稿
川
紙
稿
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
赤

罫
川
紙
稿
投
隋
だ
け
で
二
相
の
川
里
柏
を
持
つ
作
目
。
が
六
五
日
あ
る
。
日
出
後
の
編

集
は
定
稿
川
紙
柚
で
あ
る
か
ら
、
赤
井
川
紙
稲
は
初
め
の
二
度
の
編
集
に
際
し
て

の
沈
黒
目
柄
井
…
朴
2
2
系
川
紙
稿
に
は
赤
井
用
紙
稿
を
切
り
貼
り
し
た
も
の
が
多
い

か
ら
二
次
活
北
高
の
補
遺
÷
補
正
に
こ

1
1
た
る
と
維
足
さ
れ
る
。
赤
井
川
紙
柏
で
一

っ
の
清
光
鵡
し
か
無
い
焦
控
は
、
早
い
時
期
の
璧
削
発
表
が
み
ら
れ
、
川
紙
の

裳
が
他
の
作
品
の
草
稿
に
流
川
さ
れ
て
い
る
の
で
一
次
活
雷
情
と
わ
か
る
。
‥
“
初

の
廿
里
鵜
よ
り
早
い
段
階
の
下
北
鵜
二
）
が
草
稿
的
に
告
か
れ
て
い
る
作
品
に

は
、
遅
い
時
期
の
璧
削
発
表
し
か
な
く
、
一
次
川
里
高
手
人
形
に
つ
け
ら
れ
て
い

る
◎
印
や
△
印
を
持
つ
詩
情
が
無
い
か
ら
、
追
加
稿
と
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
樵
正
は
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
杉
浦
仮
説
（
宮
沢
軒
店
T
l
l
l
l
所
滅

す
る
零
と
修
準
l
l
よ
（
茄
丘
弛
抹
－
∽
芦
こ
）
に
抵
触
す
る
。
杉
浦
説
は
昭
和

三
年
頃
構
想
さ
れ
て
い
た
一
次
の
第
二
集
》
と
し
て
、
一
次
漬
高
手
人
形
に

の
印
が
あ
る
1
7
m
と
、
の
印
と
△
印
が
あ
る
2
6
佃
想
克
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
数
が
、
詩
集
の
最
後
の
作
品
の
原
稿
の
余
日
に
記
さ
れ
た
計
罪
式
（
1
6
＋
2
3

＝
型
　
の
数
値
と
近
似
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
㊤
印
や
△
印
を
あ

る
時
期
の
作
品
選
択
行
‥
イ
と
見
る
こ
と
に
は
、
筆
者
も
依
存
が
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
に
詩
稿
全
体
を
位
置
つ
け
る
見
通
し
は
な
く
、
多
数
あ
る
原
稿
の
余
白
に
計

算
式
を
記
し
た
例
の
中
で
、
こ
の
数
値
を
詩
作
賽
体
の
作
品
数
の
計
算
式
と
す
る

根
拠
は
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
式
の
数
値
が
◎
印
や
△
印
を
付
し
た
作
品
数

を
示
す
と
し
て
も
、
《
箪
一
集
》
の
作
品
数
が
こ
れ
に
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
理
由

は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
4
1
符
が
、
必
ず
し
も
次
の
段
階
に
継

承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
次
沈
県
＝
捕
9
0
筍
二
次
清
苦
と
桐
8
3
m
と
も
開
き
が
大
き
す

ぎ
る
点
に
も
疑
問
が
戟
る
。

拙
稿
「
魂
の
修
学
旅
行
　
－
　
《
春
と
修
糀
箪
一
集
》
修
∵
旅
行
詩
群
苧
l

（
「
近
代
文
学
試
論
」
軍
イ
ー
苫
こ
N
．
）
「
時
間
の
柚
を
遡
る
と
　
－
　
《
春
と
修

羅
第
二
集
》
「
鳥
の
造
移
」
苧
⊥
（
「
島
根
大
学
数
台
学
部
紀
要
・
社
会
科
学

人
文
科
学
m
」
2
8
巻
－
苫
こ
N
．
）
「
美
し
い
自
然
の
背
後
に
あ
る
も
の
は
　
ー

か
さ

《
春
と
修
推
第
二
集
》
［
そ
の
洋
傘
だ
け
で
ど
う
か
な
あ
］
苧
⊥
（
「
高
大
国
文
」

明
曾
イ
ー
害
い
．
U
．
）
参
照
。

創
作
日
付
順
で
如
l
鋸
集
さ
れ
て
い
る
『
箪
一
集
』
で
は
、
二
番
か
ら
五
二
∩
希
ま

で
を
配
列
し
た
前
半
と
、
そ
の
後
突
甥
二
二
六
番
に
か
え
っ
て
以
後
川
〇
三
番
ま

で
を
繰
り
返
し
て
い
る
後
半
と
に
別
れ
て
い
て
、
そ
の
理
由
が
謎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
天
沢
坦
一
郎
氏
は
、
「
『
春
と
修
羅
』
第
一
集
か
ら
第
二
集
へ

－
　
日
付
と
作
品
番
‥
イ
を
め
ぐ
っ
て
l
（
「
国
文
学
・
船
机
と
教
材
の
研
究
」

ー
霊
芝
．
）
に
お
い
て
前
年
と
後
半
を
合
わ
せ
た
番
目
イ
順
配
列
が
あ
り
得
た
こ
と
に

一
一
H
及
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
作
業
は
こ
れ
に
一
つ
の
疑
義
を
挟
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

6
　
小
沢
俊
郎
『
宮
沢
賢
清
論
集
2
　
日
㍑
詩
研
究
』
　
宥
精
堂
出
版
－
宗
ご
．
）

「
義
理
を
欠
い
て
ま
で
」
の
輩
参
増

7
　
拙
稿
「
資
料
と
考
締
小
　
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
弟
一
集
』
創
作
日
付
の
日
の
気

象
状
況
」
（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
芝
第
2
6
巻
（
人
文
・
礼
会
科
学
血
）

－
豊
N
．
－
N
．
）
参
照
。
本
稿
の
気
象
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

8
　
列
中
時
刻
表
、
現
地
脚
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
に
際
し
て
は
、

江
刺
家
均
巧
八
戸
市
立
川
北
‥
館
に
多
大
な
ご
協
力
を
‖
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お

礼
申
し
」
二
け
る
。

9
　
人
向
正
二
『
小
袖
部
落
の
近
代
史
』
（
自
明
出
版
　
粧
陀
印
刷
－
害
∞
．
－
P
）
に

ょ
れ
ば
、
大
正
一
年
以
後
機
械
船
ブ
ー
ム
が
導
」
リ
、
用
時
に
♯
徳
丸
、
人
目
名

部
に
大
正
丸
、
堀
内
に
浜
薔
丸
　
下
安
家
に
光
徳
丸
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
調
太
．
L
に
際
し
て
は
、
久
慈
再
編
須
圭
の
高
谷
剋
．
仕
氏
か
ら
賞
重
な
ご

教
示
を
〓
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
　
1
1
二
け
る
。

1
0
　
「
発
動
機
船
　
三
」
の
末
尾
に
「
抹
質
で
乗
っ
た
そ
の
外
套
を
通
す
な
よ
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
『
校
本
　
宮
澤
賢
治
全
作
と
の
年
譜
な
ど
で
は
、
詰
人
が
乗
船

し
た
場
所
を
羅
如
上
l
と
考
え
て
い
る
ふ
し
か
あ
る
が
、
こ
れ
に
間
わ
っ
て
は
、
「
発

動
機
船
　
第
i
」
に
「
う
し
ろ
の
部
下
は
い
つ
か
二
人
に
な
っ
て
ゐ
る
」
と
あ
る

人
物
を
指
す
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

1
1
　
山
日
動
二
代
村
鎧
（
並
仕
付
－
父
ご
」
．
）
第
七
章
6
1
巧
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川
小
手
出
漁
法
会
『
…
有
子
の
油
港
』
　
（
『
…
右
手
の
漁
港
』
鋸
虹
萎
H
呑
－
漂
い
．
N
．
）

の
航
空
写
共
の
ほ
か
、
地
方
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
注
5
の
拙
稿
に
お
い
て
、

筆
者
は
浄
士
ガ
浜
と
の
関
連
を
考
え
た
が
、
冬
季
の
現
地
調
査
の
結
墨
本
文
の

よ
う
に
訂
止
し
た
い
。

こ
の
口
の
日
の
入
り
の
時
間
に
つ
い
て
、
注
5
の
資
料
で
は
、
五
時
五
一
分
と

記
し
た
。
こ
れ
は
、
水
沢
天
文
台
か
ら
デ
ー
タ
を
項
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
質
間

と
解
答
に
行
き
追
い
が
あ
っ
た
た
め
、
九
日
の
刺
の
デ
ー
タ
を
記
し
て
い
た
。
訂

正
し
た
い
。

注
3
の
拙
稿
参
増

拙
稿
「
塊
の
修
り
†
捧
丁
零
の
修
整
三
基
修
け
†
旅
行
詩
群
孝
⊥

（
「
近
代
文
学
試
論
」
軍
サ
ー
浩
亭
－
N
．
）
参
埋

拙
稿
「
作
品
番
目
イ
欠
落
過
程
と
《
春
の
修
羅
夢
二
集
》
一
九
三
一
年
構
想
」

（
「
島
相
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
7
巻
1
阜
二
人
文
・
社
会
科
学
編
）
〓
芦
－
N
．
）

「
《
春
と
修
羅
第
二
集
》
一
九
三
一
年
構
州
芸
生
活
・
祉
会
詩
趣
試
論
」
（
特
大

同
文
」
明
曾
イ
ー
苫
㌫
≒
《
春
と
修
羅
第
三
集
》
一
九
三
一
年
構
想
『
E
園
詭
…
』

試
論
」
（
「
島
根
大
学
教
百
草
部
紀
芭
第
2
7
巻
2
‥
イ
（
人
文
・
祉
会
科
学
編
）

－
苫
霊
．
）
参
昭

二
の
三
睦
旅
行
詩
群
全
体
を
論
じ
た
も
の
に
は
注
4
の
小
沢
論
文
の
ほ
か
、
山

内
修
『
宮
沢
賢
治
研
究
ノ
ー
ト
ー
受
苦
と
輝
リ
ー
よ
（
河
出
宮
一
班
椚
打

－
∽
芦
ご
が
あ
る
。
「
旅
程
幻
想
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
は
、
伊
藤
信
士
＝

『
近
代
文
烹
舘
課
揮
1
6
　
†
村
光
太
郎
・
宮
洪
特
色
（
角
川
圧
居
－
∽
挙
ご

8191

お
よ
び
伊
捲
竺
郎
「
『
旅
程
幻
想
』
に
お
け
る
宮
沢
賢
活
の
旅
」
（
「
安
‖
女
子

大
l
1
回
㍍
国
文
論
叢
」
1
1
日
け
こ
霊
N
．
P
）
が
あ
る
。

杉
浦
静
『
明
滅
す
る
春
と
修
羅
』
蕃
丘
士
‖
林
－
黒
岩
こ
．
）
参
増

削
除
稿
は
作
品
が
次
の
段
階
に
発
展
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
用
紙
の
裏
が
他
の

仕
轟
の
草
梧
圭
＝
稿
に
使
わ
れ
た
り
す
る
。

季
節
に
も
よ
る
が
、
放
牧
地
域
の
本
柵
と
扉
の
管
理
に
は
厳
し
い
規
範
が
あ
る
。

－
－
1
さ
む
ら
・
と
う
き
ち
、
島
根
人
…
り
十
苧
－
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